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技術概要
•妊娠婦人の子宮内感染は、早産や新生児感染を引き起こし致死的となる
•晩婚化・晩産化により早産が増加しており、少子化社会は国家存亡の危機となる課題の一つである
•残念ながら、早産の主因である子宮内感染を正確に診断する方法は存在しなかった
•今回、我々は子宮内感染を正確に診断する新規方法の開発に成功した
•このことで、早産やその関連疾患（胎盤早期剥離など）を予測する診断方法の開発が可能となった

想定される活用例
•子宮内感染が疑われる妊婦の診断により、正確に、分娩帰結や抗生物質投与など、治療選択が可能となる
•子宮内感染を引き起こす妊娠症例を予測し、治療することで、早産・胎盤早期剥離を回避できる

展示のみどころ
少子・高齢化するなかで、我が国の働き方改革が浸透しても、晩婚化・晩産化への社会現象は、これまで同様に進行する
ことは欧米諸国からも十分に予測できる。我々が開発する診断法は、国家存亡の危機から国民を救うことに寄与する、
社会的意義の高いものである。そのため、開発そのものの重要性だけでなく企業イメージを大きく向上させることができる。
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